平成１７年９月１４日

Welcome to O-rient 2005 実行委員会

委員長　新帯　亮

愛知県知多市新舞子大瀬102-3

Welcome to O-rinet 2005 実施報告書
１．事業の概要

平成17年8月10日～14日、豊田市、額田町、作手村において、2005年世界オリエンテーリング選手権大会（以下WOC2005と略）が開催された。この大会は３６の国と地域から選手約４００名、観客約５００名が来日した。そこでこの機会を捉え、来日する世界の人々と地域住民がふれあい、日本の文化、自然をより広く知ってもらうため、「Welcome to O-rient 2005」として以下の事業を実施した。

(1)日本文化の紹介と体験
日付・場所：8/10～14　作手村鬼久保ふれあい広場内リフレッシュセンター

茶道、書道等の実演と体験(地元高校生らによる)

(2)市民レベルの国際交流｢MATSURI祭｣
日付・場所：8/13 作手村鬼久保ふれあい広場内リフレッシュセンター

作手カントリーフィーバー(大会中日のお祭)での盆踊り、手筒花火と、日本のあそび(けん玉等)、浴衣体験、を通じた地域住民と外国人のふれあい。

(3)日本の歴史自然の紹介(Flower Walk)
日付・場所：8/10 豊田市昭和の森　8/12,13,14 作手村鬼久保ふれあい広場

大会会場内にポイントを設けオリエンテーリング形式で巡り、クイズを楽しむ。クイズは日本の自然、文化、産業について出題(英語併記)

（注）｢Welcome to O-rient｣とはオリエンテーリングの機会を活用し｢東洋の国、日本｣＝“オリエント”にようこそ！と言う意味をこめています。

２．各事業詳細

２．１　事前広報活動

地域住民の皆様と来日した外国人の皆さんに本事業を広報するため、チラシを作成した。

地域住民には、作手村、豊田市・額田町（会場近隣地域のみ）へ新聞折込による広報をおこなった。また、作手村の広報へ記載をしていただいた。（チラシは資料３参照）

２．２　日本文化の紹介と体験
作手高校の高校生の皆様、作手村教育委員会殿のご協力のもと、WOC2005の大会本部が設置された作手村鬼久保ふれあい広場内リフレッシュセンターに茶道のセットを設置。作手高校の高校生の皆様、作手村の皆様によりお茶を振舞った。また、外国人の氏名に漢字をあてはめ毛筆で色紙に書いて渡した。外国人からは非常に好評で、自分の名前だけでなく家族の名前を書いてもらう人など、用意した２００枚の色紙はあっという間になくなり追加するほどの盛況となった。

参加者数　書道：約３００名　茶道：約２００名
２．３　市民レベルの国際交流

作手村のお祭り「作手サマーカントリーフィーバー」の会場内に、日本の遊びを紹介するコーナーを設置。折り紙、竹馬、剣玉などを体験するとともに、浴衣の貸し出しを行い、地域住民と一緒に外国人が盆踊りを楽しんだ。会場のあちこちで浴衣姿の外国人と一緒に写真をとったり、遊び方を教える姿が見られ、自然と国際交流が進んだ。
参加数　外国人：約３００名　日本人：約４０００名（祭り参加者含む）

２．４　日本の文化歴史の紹介

オリエンテーリング形式で自然の中を歩きながらクイズ形式で日本の自然や歴史を楽しく紹介する「フラワーウオーク」を実施。オリエンテーリングの地図は添付資料４、クイズの例と正解は資料５，６を参照。

８月１０日、豊田市の昭和の森会場では、「国際交流と植物」という観点から　以下のようなクイズを出題。

・米国ワシントンにある桜。どうして日本から贈られた？

・日本で植林される杉のほとんどはヨーロッパ原産品種。日本原産品種もあるのになぜ？

・スウェーデンから輸入される木の家。なぜ日本でも好まれる？

・中国から伝わった梅。今では日本人には欠かせない梅干の効用は？　　　他

８月１２－１４日、作手村の鬼久保ふれあい広場では、「森林と川と海」を題材に日本における自然保護への取り組みを以下のようなクイズで紹介。

・間伐がもつ重要な意味とは？

・日本の家屋で使われる木材。その強さはどれくらい？

・森がもつ渇水や洪水を防ぐ働きを指して、何と呼ばれる？

・豊かな海を作るのに欠かせない森林。これを指して「森は海の何」と呼ばれる？

参加数：約４００名
３.総合所見
始まる前は、初めて出会う多くの国の人々に対し短い期間の間で、我々自身はもちろん地域住民の方々が国際交流を深めることができるのだろうか？という危惧をもっていた。しかし来日した外国人の積極的な社交性にも助けられ、そんな危惧はまったくの憂いであって、見事に日本の文化を楽しみ、友情を深めていた。またわれわれも「ようこそ日本へ」の気持ちを込めて接し、それに応えてくれたことに深く感謝している。
＜資料１：写真＞

＜茶道＞
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茶道の作法について説明するスタッフ　　　　作手村広報の取材カメラマン

＜書道＞
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外国人の名前に漢字をあてはめ色紙へ毛筆で書いて渡す。

＜日本の遊び＞
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折り紙で「鶴」を折る　　　　　　　　　　　一緒に盆踊りを楽しむ
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浴衣を楽しむ　　　　　　　　　　　　　　　竹馬に挑戦

＜フラワーウオーク＞
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地域の子供たちも参加　　　　　　　　　　　　みんなでクイズを考える

＜資料２＞参加した国と地域
オーストラリア、オーストリア、ブルガリア、カナダ、中国、クロアチア、チェコ、デンマーク、スペイン、エストニア、フィンランド、フランス、英国、ドイツ、香港、ハンガリー、アイルランド、イタリア、日本、韓国、ラトビア、リトアニア、オランダ、ノルウェー、ニュージーランド、ポーランド、ポルトガル、朝鮮民主主義人民共和国、ルーマニア、ロシア連邦、スイス、スロバキア、スウェーデン、チャイニーズ・タイペイ、ウクライナ、アメリカ合衆国
（３６の国と地域）
